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　昭和 9年の 6月から 8月

にかけて南予地方に大干

ばつが起こりました。特に

南宇和郡の稲作被害はひど

く、当時の郡内各町村長は、

ちょうど宿毛湾に演習のた

め停泊していた海軍の艦隊

を訪れ、実弾射撃による人

工降雨を要請しています。

　人工降雨といえば、北京

オリンピックの時に雨雲に

砲弾を撃ち込んで雨を降ら

せ、オリンピック会場に雨

雲が来ないようにしたとい

いますが、昔から大砲を撃

つと雨が降るといわれてい

たようです。雲の中の微細

な水滴の中に砲弾を撃ち込

んで微細な塵をまき散らす

と、水滴はその塵に付着し

て大きな雨粒となり、空気

中に浮いていられなくなっ

て落下し雨となるようで

す。つまり雲のない所でい

くら大砲を撃っても雨は降

りません。

　艦隊では当初からの計画

どおり、沖ノ島沖で 60 隻

の軍艦による射撃訓練を実

施しましたが、雨は降らな

かったようです。結局、同

年の 9月 8日に台風が接近

し、干ばつは解消されまし

た。やはり、人間がどうやっ

ても自然には克
か

てないのか

もしれません。水不足には

節水を心掛けるしかないよ

うです。

愛南町の人口
（平成２１年６月１日現在）

世帯数　11,031 戸　
人口　   25,960 人
　男　   12,131 人
　女      13,829 人

愛南町の持つ魅力をご紹介していきたいと思います。

皆様からの掲載依頼など、気軽に情報をお寄せください。

愛は南から
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　鯛の刺身や味噌汁、鯛

めし、鯛のカルパッチョ

など、昨年度の食育推進

事業で、赤水小学校の子

どもたちが考えた鯛づく

し料理「食べ鯛
た い

定食」が、

ゆらり内海のメニューに

登場しました。

　取材に応えてくれたの

は 6 年生の若松拓
た く み

実く

ん、清家幹
み き ひ ろ

大くん、山木 

穣
じ ょ う

くん、西川詩
う た の

乃さんで

す。鯛と名の付く魚は 300 種類以上あります

が、マダイと同じタイ科の魚は 13 種類しか

ないことや、鯛には「鯛中鯛（たいのたい）」

という縁起のいい骨があることなど、鯛につ

いて学習したことを教えてくれました。

　みなさんもぜひ一度召し上がってみてはい

かがでしょう。


